
 
お求めの方は，市史編纂事務局へ直接お越しください。また，郵送をご希望の方は，電話，FAX または

メールにてお申し込みください。郵送料については，事務局へお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 清々しい五月晴れが快い季節になりました。５月には，市を挙げての一大イベント，｢全国子供歌舞伎フェス

ティバル｣，｢お旅まつり｣が開催されます。小松の伝統文化が華開く時。大いに堪能しましょう！ 

 さて，先月 13日に市史完成報告会が行われ，東四柳編集委員長から和田市長へ，『産業編』が渡されました。

14 日からは販売が始まり，お陰様で，多くの皆様にお買い上げいただいております。当市の産業の発展をぜひ

史料からお確かめいただけたらと思います。 

第２18 号 

平成 29 年 5 月 1 日 

小松市史編纂事務局 

へんさんだより 

「新修 小松市史資料編 14 産業」 絶賛発売中 

特別価格３,８００円〈税込〉（平成 29 年４月～12 月） 

定価   ５,０００円〈税込〉（平成 30 年１月～） 

小松市史購入方法 

『第 1 章 繊維産業』見どころ紹介!! 

 明治から昭和期にかけて，繊維産業は羽二重織物から化繊

織物・合繊織物へと生産が展開されるが，明治期の羽二重用

の原料となる生糸の取引の史料が森家文書に残されており，

今回，初めて活字化され，採録された。 

また，明治期の県内の織物業は，輸出向けの羽二重生産が

注目され，小松では特に絹織物・内地向け縮緬生産が盛んで，

さらに木綿生産もあった。その経営の様子は金戸商店が記録

した｢大福帳｣から窺い知れる。 

小松の織物業を一躍成長させたのは，｢新田甚左衛門｣に他

ならない。彼の経歴を記した史料から，彼がいかに精力的に

活動し，織物業に貢献してきたかを見てほしい。 

 昭和期，戦後の，小松原糸織物商業協同組合の事業報告書

は今回の新史料であり，多くの繊維問屋，商社が小松で活動

していたことを示してくれる。 

【目次】 

  第一章 繊維産業 

  第二章 工業 

  第三章 鉱山業 

  第四章 温泉業 

  第五章 農林水産業 

  第六章 産業関連名簿 

  

○映像で伝える産業史 

○写真で見る産業史 

 ・繊維産業 

 ・工業 

 ・鉱山業 

・温泉業 

 ・農林水産業 

付録 DVD 『画像で見る小松の産業史』 

 

市史完成報告会(小松市役所) 



＜5月のカレンダー＞ 

 

＜事務局 4 月の活動状況＞ 

・４月 ７日(金) 教育部会 

・４月 13日(木) 市史完成報告会 

・４月 14日(金) 『資料編 14 産業』発売開始 

・４月 19日(水) 小松城図面撮影(玉川図書館) 

・４月 23日(日) 考古部会 

・４月 25日(火) 教育関係調査(波佐谷小学校) 

・４月 26日(水) 教育関係調査(月津小学校) 
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＜事務局 5 月の活動予定＞ 

・５月 11日(木) 近現代部会立上げ 

・５月下旬    教育関係調査 

・E-mail hensansitu@city.komatsu.lg.jp 

・URL  http://www.city.komatsu.lg.jp/shishihensan/index.html 

 

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

 1     2     3     4 5 6 

7 8 9 10 11 12 13 

14 15 16 17 18 19 20 

21 22 23 24 25 26 27 

28 29 30 31    

 は小松市史編纂事務局が閉室しています。 

小松市史編纂事務局（小松市立図書館 2 階） 

・住所 〒923-0903 小松市丸の内公園町 19 ・TEL 0761(24)5315 ・FAX 0761(22)9763 

☆アンケート結果☆ 

・説明が丁寧で解りやすかった。 

・土地，医学関係の資料を読みたい。 

・文書の意味とその必要性を知りたい。 

・解説文がほしい。 

会場：小松市公会堂 

『地方文書』（３月４日） 

市指定文化財である石黒家文書から百姓関係の資料を中心

に，村の新開の手順方法や，定期的に土地を交換する田地割の

資料，金沢城二ノ丸の焼失により，石黒家が冥加銀を上納した

その受取状などを読み解いた。資料から，願書は本来郡奉行で

許可されるが，石黒家はその上の御算用場が許可していること

から，かなり有力な十村であったことが窺えた。 

 

『安宅町文書』（３月 18日） 

図書館所蔵の安宅町文書から海運関係の資料を中心に，港町

特有の役職，澗改役(ｳﾙﾏｱﾗﾀﾒﾔｸ)に任命した書状や，渡海船の船

往来の切手を願い出た書状，砂糖を積んだ船の入港願など港町

ならではの書状を読み下した。 

その他，粟津温泉に湯治に行きたいと願い出た書状や，姑を

大切にしたことで褒賞金を与えるという申渡状など当時の慣習

の一端に触れる文書も取り上げた。 

 古文書講座 講師：袖吉正樹金沢市立玉川図書館担当館長補佐 

「地方文書を読む」     ３月 ４5日 

「安宅町文書を読む」   ３月 18 日 
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